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１．はじめに　

　芝山遺跡は、城陽市の東側に広がる丘陵の西

端に立地しています。東西約 950ｍ、南北約

840ｍの範囲に広がり、縄文時代から中世にか

けての遺跡として知られています。遺跡内には

芝山古墳群や梅の子塚１・２号墳も所在してい

ます（第１図）。

　平成 13～ 15 年度に実施した第 10～ 14 次調

査では、今回の調査地より北西約 300ｍの地点

で真北に方向を揃えた建物群を検出しました。

　また、今回の調査地のすぐ西側では、北西か

ら南東方向にかけて平行する２条の溝が見つ

かっており、奈良時代から平安時代にかけて（８

世紀中頃～９世紀前半）の道路側溝と推定され

ています。

　以上のような調査成果から、芝山遺跡は奈良

時代の郡の役所や駅家（主要な諸道に設けられ

役所で宿舎や運搬の馬を提供した）といった性

格をもつ遺跡と推定されています。

　今回の調査は新名神高速道路整備事業に伴

い、平成 27年度（第 15次）、28年度（第 16次）

の２か年にわたって実施しました。調査面積は

1,420㎡です。

２．調査の概要

　今回の調査では、飛鳥時代の土坑や奈良時代

の掘立柱建物、柵、溝、土坑などを検出しました。

掘立柱建物　７棟を復元することができまし

た。建物の方位により大きく２群に分けること

ができ（Ⅰ群・Ⅱ群）、各群はそれぞれが同時期

の建物群と考えられます。建物２の柱穴が建物

１の柱穴を壊して掘られているので、Ⅱ群の建物

はⅠ群よりも新しい建物群と判断されます。

Ⅰ群　主軸が真北から西に約 26°振れる建物群

です。建物１・５～７があります。建物１は梁

行２間（1.8ｍ）、桁行３間（4.5ｍ）の掘立柱建

物で、建物６は建物１と梁行が並行し、北辺・

南辺の位置が揃う建物と推定されます。建物５

は梁行２間（3.6ｍ）、桁行３間（7.2ｍ）に復元

でき、西辺の柱筋が建物１の東辺の柱筋と揃い

ます。

Ⅱ群　主軸が北から西に約 35°振れる建物群で

す。調査地中央部の西側で検出した建物３は、

２間（3ｍ×3.6ｍ）四方の総柱建物跡です。建

物４は梁行２間、桁行３間に復元できます。少

し方位が異なりますが、建物２は梁行１間（1.8

ｍ）、桁行３間（4.5ｍ）に復元できます。

柵　柵１・２を検出しました。２条の柵は建物

１・５などのⅠ群の建物群と並行していますの

で、これらと同時期のものと判断されます。　

溝　調査地の東辺の斜面地で、等高線に沿う溝

ＳＤ64・66・201・273 を検出しました。北西か

ら南東方向に掘り込まれています。これらの溝

は、東側の丘陵から流れ下る雨水を排水するた

めに設けられたと考えます。

土坑等　土坑ＳＫ57 は平面形が隅丸の方形で、

規模は一辺 1.7ｍ、深さは約 0.5ｍを測ります。

埋土下層に拳大の円礫が厚さ 30cm にわたって

集中していました。円礫は、意図的に埋められ

たものと考えられます。礫とともに土師器・須

恵器片のほか、平城京で出土する瓦と同じ模様

をもつ軒平瓦の破片が出土しました。

　土坑ＳＫ276 は、調査地の南端近くで検出し

た遺構で、平面形は隅丸の長方形を呈し、規模

は長さ約 2.1ｍ、幅約１ｍ、深さ約 0.15ｍを測

ります。土坑の南西側の底面上で２点の完形の

須恵器杯蓋が、口縁を上にした状態で出土しま

した。芝山遺跡第３次調査では、古墳の埋葬施

設として土器を納めた土坑を検出していますの

で、この土坑も墓である可能性があります。建

物群よりやや古い、飛鳥時代のものと判断され

ます。

３．まとめ

　今回の調査では、主軸を西に振る奈良時代の

２時期の建物群が見つかりました。同様の主軸

をもつ建物は遺跡の範囲で多く確認されていま

す（第３図）。また、これらの建物は古道の方

位に主軸を揃えている点が特徴的で、計画的に

配置されているとみられます。

　今回、検出した建物群は、周辺から瓦が出土

していることから、一般集落とは異なり、公的

な施設であった可能性が考えられます。建物群

の性格について明確にすることはできませんで

したが、建物の規模から推定して、駅家等の官

衙を構成する建物の一部、あるいは、官衙に出

仕する官人の住居である可能性を考えることが

できます。

　今回の調査は、奈良時代の古道とその周辺に

展開する官衙的施設の様相を知る上で、貴重な

成果となりました。
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第１図　調査地位置図および周辺遺跡分布図(1/25,000 宇治)

第２図　芝山遺跡検出遺構配置図
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写真１　調査地全景（南東上空から ）  　

写真２　調査地全景（東側上空から）　

写真３　調査地全景（南から）

写真４　建物５　（南から）

写真５　土坑 SK276（南から）


